





本年 3 月2 5日をもっ て ， わが富 山 大学か ら 多くの卒
業生を世 に 送 り 出すに当た り ， 私は諸君 に 対L心か ら
御祝い申し上 げ， また諸君の 前途 に大いなる期待を寄
せたいと思う。
諸君がこれか ら 巣 立つてゆく現在の社会情勢は， 御
存知の通 り 世界的に 危機的様相を呈し ている。 このよ
うな情勢のもとに 社会への第一歩を踏み出す諸君は，
考えよう に よっては． 自分自身を試すまたとない機会
を与え ら れたものと言えないであろうか。 人は誰でも
一生を坦々と平穏無事に過 ごせるものではない。 必ず
や苦難の道を歩まねばな らないことがある。 諸君は偶
偶卒業後いきな り 喰しい 山 道に差しかかることになる
かも知れないが， それ に くじけない だけの下地はでき
ているものと信じたい。
諸君を待受け ている社会の一つ一つの職場では， 残
念ながら諸君が大学で学んできた知 識や 経験 に はそれ
程期待を寄せ ていないといフのが現実である。 それは
何故か 。 この点現在の 大学教育そのもの にも責任の一
端があるかも知れないが，近頃のように多様化した社
会 に おいては， 個々の職場 にはそれ ぞれが持つ独自の
運営形態な り 方針な り があって， 各職場では毎年職員
を受け入れるに当たっ て ， はじめか ら それに沿った人
材を養成しようと臨んでいるからである。 このような
現実 に 対して諸君がそれ に答える道は， 諸君の持てる
力量の基盤の上 に 立って， 初心に 帰って与え ら れた職
務 に 対する誠 意を示し， 努 力を傾けるしかないと思う。









名人の話を聞いた。 彼はプロに つい て こう説明してい
た。 プロとしての第 1 の条件は自分の師を追越そうと
いう不断の追求を行うこと， 第 2 は瞬間的に 適確な判
断が下せるよう に 集 中 力をそなえ持っていること， 第
3 は一つ一つの仕事を終えるとき， いちいち仕事の確
認をすること， そし て 最後 に 精神は常に 若々しし夢
を持ち続けることと結んでいた。 私自身もプロとして
これまで学聞の道を歩んでき て， 自分の一生を顧みる
とき恒促 （じくじ） たるものがあるが， この話を聞い





徹底的 に 基礎を固めること， 自分で考えて工夫するこ
と， そして他人が遊んでいる時でも， 一年 中 練習を欠
かさないことであった。 このよっに 考えてみると， プ
ロが大きく育つためには， 仕事の内容のいかんに かか
わ ら ず， 何か共通的に身 につけねばな らないことがあ
るよう に思えてな ら ない。
これ ら 共通項の 中でも不断の追求とか休みなき努 力
ということは， たとえプロとしての素質 に欠ける者 に
とっ ても， やる気さえあれば実践できるはずのもので
あ り ， 現 に これだけでプロの道を立派に 歩んでいる者
もいる。 わが国は資源の欠乏 にもかか わ ら ず， 国民の
働く意慾 に支え ら れ て 経 済的 に 何とか自立でき ている。
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私自身も不断の追求努力 だけを頼 り にしてこれまで過 君も実社会へ出てか ら ， この点の大いなる実践 に 努め
ごしてきたし， これか ら も続けたいと思 つ 。 卒業生諸 てほしい。
知識と経験
大学 4 年 聞の課程を無事 に終えて、卒業の日を迎え
た諸君 に 、心か ら 「おめでとう」 と申し上 げたい。
卒業証書を手 に し、長く親しんできた学友や教師と
別れて校 門を去る卒業生諸君の胸中 に 何が去来してい
るのか、私の卒業時、昭和28年 当時のことか ら 推測し
ようとしても、そこ には長い年 月 の隔た り 、時代の相
違 等があ り 、諸君の胸中を推測することはやや無理で、
あるように思 われる。
しかし、親や様様の人人の庇護か ら 離れて、諸君自
身の良識と判断とに 基づいて これか ら の人生を生き
ていかなければな ら ないということ だけは、相共通し
ているであろう。 また、多くの諸君は、大学 において修
めた学問とは直接的 に はあま り 関係のない職業 に 従事
するということも、 当時とは、それ程変 わっていない
よう に見 ら れるのである。
ところで、 大学で、学 ぶ知 識は， 社会 においては役立
たないということが， 普通し ばし ば言 われている。 そ
してかような言い方の中 には， 大学教育 に 対する批判
の意味もこめ ら れているであろう。 そしてまた， 私が
触れようとすることも， かような指摘が全〈誤 り であ
るということを言おうとするものでもない。 むしろこ
の指摘は， 一面 においては正しいことをまずは認めて
かか ら なければな ら ないだろう。 もともと学問・知 識
というものは， そのままのかたちでは， 社会生活や職
業 に 結びつきえないもの だか らである。
たしか に 知 識は， 経験 に由来する。 しかし経験その
ものではない。 知 識は 経験か ら 得 ら れたもの， 経験の
中 に 含まれている様様な要素を抽象し， 捨象すること
に よって成立つといっ事情が， 知 識 に付随している わ
けである。 それだけに， 知 識と経験（現実） との 聞 に
はつね に 一定の距離・隔た り があ り ， 知 識は現実と直
接には結びつきえないことを本質としている。 そして
その隔た り は， 学聞の種類 に よって異なるとしても，
一定の隔た り や距離が両者の 聞 に 存するという事態は，
どの 学 問 に も妥当する普遍な事が ら である。
人文学部長 本 田
弘
しかし， もしかような事態が不動で、あ り ， 距離は埋
め ら れえないもの だとした ら ， どうであろうか。 大学
で学ぶ知識は社会 において通用しないという指摘は，
全く正しいということに なる だろ う し， 諸君が大学 に
おいて勉学を重ねたこと自体が徒労であったというこ
と になるはずである。
ところが， 同時 にまた両者の 聞 に 介在ずる距離は埋
め ら れることをも本質としている。 すな わち両者の 聞
に介在する距離は埋め ら れてゆくこと によってはじめ
て， 知 識は知 識として生きたものにな り うるのである。
しかもその距離を埋める役割を担っているものが， 諸
君のこれからの社会 における経験に ほかな ら ない わけ
である。 それというのも， 知 識の形成 において捨象さ
れた経験の様様な要素が、諸君の経験をとおして再 び
取 り もどきれ、知 識の肉付が行われること に なるか ら
である。 そしてそのか ぎ り においてのみ， 知 識本来の
意味が理解され， 知 識は生きた知 識として， 諸君の生
活の指針とな り うるのである。
しかしなが ら ， 知 識が充分 に理解されるには， 20年，
30年という長い年 月 を 必要とすることであろう。 ある
いは， 生涯をとおしての経験をもってしでもなお及ば
ないものもあるかもしれない。
以上のことか ら ， 知識のもつ一面の事実 だけ にと ら
われて， 知 識と経験 （現実） との 聞 に 介在する隔た り
を埋める努力が放棄されることのないことを， 私は願
っている。 更 に 言え ば， 大学 4 年 間， あるいは学校生
活16年 間 に学ん だ知識は， 知識全体か ら 見れば， き わ
めて僅かなものでしかないかもしれない。 しかし諸君
は， 自己の経験を豊かにし， その豊かな経験 によって
知 識の抽象性を具象化し， 更 に その上 に 新しい知 識を
重ねるという努力を生涯つづけてゆくことを， 私はな
によ り も願っている。 なぜな ら ， かような生き方 にお
いてのみ， 生きることの真の意味が理解され， そこ に
人生の充実を求めることができるはず だか ら である。
- 2 -
卒業生に贈る
卒業生のみなさん， 御卒業お目度う ございます。 み





でもあ り ませんが， やは り 何と言っても、 みなさんが
この世に 生を受けてか ら 今日まで， 深い慈愛をもって
は ぐ くんでく ださった御両親をはじめ， 小学校の門を
く ぐ って以来10数年の長い勉学修業の 聞 に 受けた諸先
生方の教え， あるいは朋友との切碓琢磨を改めて噛み
しめ， それ ら に 対して感謝の念を捧げなくてはな ら な
いと思います。
みなさんは， もともと教師 になることを志望して本
学部に入学 したのであ り ますが， その当初 に抱いた将
来への夢や抱負は， おそ ら く漠然としたものであった
と思います。 それでよかった わけですが， しかし今は
きっと違うと思います。 それが当 然です。 今のみなさ
んには， それな り に 教 師としての心構えが芽生えて お
り ， 教育者としての自覚が形成されていると思います。
みなきんは， 心の奥底で＜子供達 に とって， よ り 好ま
しい先生に なろう＞とかくペ ス タロッチの人 間愛の精
神を 少しでも具現して … … ＞ などと念じているので
し ょ うか。 つま り 4 年前 に抱いた漠とした 中の小さな
一点が， 今やふく ら み， 充実して， 具体的な教 師とい
う姿 に まとまって眼前に現出してきているのです。
今か ら 丁度40年前 に遡ることにな り ますが， 教育学
部の前身である富 山県 師範学校を卒業した私は， その
点では一応みなさんの先輩にあたることにな り ます。
弱齢 19オ， 丸刈頭， 学生服で教壇に立っていた往時が
懐かしく思い浮んできます。 顧みると， 私が教 師にな
ることの 「 お そろしさ」と 「よろこび、」 を初めて感じ
たのは， 附属校での教育実 習の時， つま り 教生時代の
ことでした。 もっとも私の時代には， 教生は 1 学級に
l人か 2 人配当され， 3ヵ 月間も鍛える方式でしたか
ら ， それな り に 中味の濃いもの だったと思います。 私
の教師としての初心は， この実 習期間 中 に附属校の諸




きて私が母校に奉職して30年余 り に な り ますか ら ，
すで に20数回卒業生を送 り 出してきた計算 にな り ます。
その問、 私は音楽教育の研究や実践活動を続けてきた
のですが， 音楽の指導に当たっては， 知 識や理論や 技
術を支える 「音楽的セン ス 」 を育てなくてはな ら ない
と考えています。 それでは， このような 「音楽的 セン
ス 」 とはどのようなものなのか， また， それをいか に
育てるかということ にな り ますと， その探究の道は果
てしなく遠いものと言 わなくてはな り ません。 しかし
私は， さ ら に 「教育的セン ス 」 がそれと同時 に重要で、
あること， そして 「音楽的センス 」 と密接 に関連し合
うこと に気がついてきました。 こうして， 私な り の探
究の道は， はるかに難しし広範囲に わたってきたと
言えます。 ＜楽は人な り ， 音は心な り ＞という， まる
で禅問答のような境地 に踏み込むこともあ り ました。
このよう にして，「教育セン ス 」 とは何か， と長い間探
し求めて， 私な り に漠 然とこんなことではないかと思
うことをつかんでも， それを学生諸君に示すことはで
きませんでした。 そっい つ 経緯の 中で， このようなこ
とはあま り 意識して示す必要はないのであって， 実践
によって， 無言の 中 に ， 各人各様 に つかんでいくもの




ら か実行しでもみました。 およそ人 間は， 自分自身の
姿や心があま り に もよく見えないよう に つく ら れてい
る ら しく， 他人のことな ら よく見えるものです。 そこ
で自分の姿を見る方法がないものかと， これもまた悩
まされた問題でした。
結局 「教育的 セン ス 」 とは， 「相手 （子供）の側 に 立
って」とか，「相手の心 になれるように」 と， こんなあ




で冷静に客観視できた ら ， これに 過ぐることはあ り ま
せん。 しかし今となっては， 私は， 私の周囲の学生を
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鏡として， 自分をうつして見る訓練に切 り かえたのが
得策 だったよう に 思っています。








を生き ぬき， 新た な 社会での生命の 「保育斗 に 努め ら
れる。 その就職先は， 必ずしも華やか な 大企業あるい
は国際的な脚光を浴びる 所ではない。 それどころか職
場の実情は， 学生時代 に 考えていたものには， ほど遠
いかもしれない。 それはい わば日本経済の片すみの職
場といってもいい。
しかしそこで＼、 これまで学んだ知識も， 活動 意欲も，
固定化し， わい小化して， 平穏裡 に 生命を 「温存」 す
る に とどま ら ないように 心がけ， そして進歩的に広い
視野をもって， 激動する世界の経済に 対応するため に
大いなる野心をもって， 着実 に 努力してほしい。
私はこのことを述べる に 当たって突 然かもしれない
が， 大学生活を暮 らした富 山のもつ環境あるいは 富 山
の風土を認識して ほしいのである。 風土は， へルデル
や和辻哲郎によるまでもなく， 根源的 には， 自 然の影
響をうけなが らも， その自然 に 対する人 聞の主体的形
成のあ り かたを示し， ここ に 生活する人びとの人 間形
成の場として関係づけ ら れる。
この立場か ら 富 山をみると， 富 山は北陸 に位置しな
が ら ， 極めて活動的な歴史形成の場であった。 その主
なものを求めると2 つがえ ら れる。 lつは零細 経営 な
が ら全日本的範囲の活動であ り ， 他ははるか北方への
活動である。 前者は幕藩体制のきびしい枠の 中の藩際
経済 に おける富 山の売薬商人の全 国的活動， そして後
者は 明 治以後の北海道か ら さ ら に サハリン， 千島， オ
ホーツク海， カムチャッカ沿岸 に おける活動である。
前者は， 現代風 に 直していえば， 全世界への活躍で
あ り ， 自動車やカメラのように 世界市場への進出 に 当
たる。 医療 技術が幼稚な伝説的， 宗教的な薬草を主と
する地方的時代 に， 超地方的な普遍的な全日本的商品 に
経済学部長 植 村 元 覚
脱皮しようとして， それは 中 国か ら の優れた漢方薬を
主 原料 に して成就した。 またその 経営は， 信用を基 に
巧みな財務管理やサービ スを加えて完成した。
私は， これは 「完全な商人」といえる ほど に 完壁な
経営であったと評価したい。 完全 な 商人とは， 17世紀
のフラン スのジャ ッ ク・サパリー 著の、 L e Par fai t 




学図書館協議会の役員 にさせ られ， 忙しかった。 これ
は学部長の職以上 に多忙で、あり， 勉強もせねばな ら な
かった） その分科会が東北大， 東大， 京大， 阪大で関
かれたが， その際に余った時 聞があると， これ ら の 図
書館で， これ について文献を調べるのが， 別の輿味あ
ることであった。 その結果， 富 山売薬業経営の素晴 ら
しさが判 明した。 （そのうえ に 任期がきて辞めた ら 同
協議会長か ら 感謝状も受けた）。
とにかく世界的 に も素晴 ら しい経営が富 山 に成立し
た。 また北方での開拓者的活躍や北洋漁業も， たくま
しい野心的な伝統であ り ， 共に今も残っている。
富 山は，これ だけの経済的優秀性，たくましさが， そ
の人 聞の歴史的・風土的形成の 中 に類型づけ られると考
え ら れる。 短期 間であっても 富山 に住みついた諸君は，
生活体験の 中か ら この精神的 風土を認識されて， 今後
であっても， 野心的 に 大きく伸びるよう に活躍される
ことを望むのである。 これは近代経済学者のシュンベ
ー タ ーのいうよう に ， 「豊かさのこの神聖な10年」を，




ロートレックは歌磨を， ド庁、は北斎を， ゴッ ホは広重
の版画のモチーフと構 図を媒体 にして光と影の新しい
手法をcreateした。 ヨーロッパの長い絵画 の伝統か ら
脱出する動機は日本の版画を知ったこと による。 彼 等
の作品は後期印象派の巨匠とし てノ守リの近代美術館の
壁を飾っ ている。
ドイツの 医 師ロベルト マイヤーは熱帯地方への船 医
をし ていたとき， 船内の患者の血液がヨーロッパを出
発したときにく ら べ て濃い色をし ていることをみつけ
て， 熱力学の第 1 法則 （エネ ルギ一保存の定理） を導
き出した。 血の色の変化は熱力学の法則とは直接の関
係はないはずである。 どうし て， このような法則の発
見 になったか大変不思議なことである。 多分， 日l墳か
理学部長 竹 内 豊三郎
ら 彼はエネルギーの本質や不可逆性 に強い関心を持っ
ていたか らであろう。 血液の色の変化がその酸化反応
に 結 びつき， さ ら に第 1 法則 に まで飛躍し， 教科書に
も残ること になった。
新しい 発見には必ず種があるよう だが， 種か ら 吹き
出した芽や花は種とはまるっき り 違った形態 になる。
もし種と閉じ形で拡大された り ， 単 に 色あいを変え
るだけではimit at ion にす ぎない。 imit at ionは誰にでも
出来るがcreationはそう簡単ではない。 それは原形 に
満 足して服従するか， または対抗するかの違いがある
か ら である。 cr eat ion は若い時 にしか出来ない。それは
その途上 に失敗があっ ても快復もまた速いか らである。
80年代の課題 －卒業生に期待する
今年もまた卒業期を迎え て， 学窓を去る諸君の胸 中
には， 希望と不安の交錯する複雑なものがあることと
思います。 4 年 聞の勉学 に培 われ， いささか自信はあ
るにし ても何分 にも未知の社会への出 発であ り ， その
うえ諸君を迎える社会環境がこのところ一段と厳しさ
を増し ている事を考えると， 送 り 出す者とし ては手放
しで楽観もし て おれないのが正直なところです。
イラン に 明け， イラン に暮れた79年が終 わ り 世界は
80年代 に入った。 第一次石油ショック以来， 省資源， 消
エネルギーをうたい文句 に 経済の低成長政策 に 対応す
る企業努 力 によっ て， どっや ら 前途 に曙光を見出し景
気も回復のきざしをみせ， 80年代 に希望をつな ぐか に
見えたが， 石油供給のカギを握る石油輸出 国機構（ 0 p 
EC）がサウジアラビアの影響力低下で分裂状態 にな り ，
石油価格がのぱなし になったことは石油情勢の前途を
混迷 に お としいれ， 我国の 経 済を痛撃する 結 果 に
な った。総エネ ルギー量のうち75%を輸入石油 に頼っ
ている我 国の現状が続くか ぎ り 先の見通しは暗い。 70
年代の十年 間 に 原油価格は， 十数倍 に高騰しとどまる
所を知 ら ぬ有様である。 石油価格 に 連動する電気， カ。
スなどの エネルギーおよび原材料の値上 げが80年に 入
って目じろ押しにな ら んでいる。 並大低の経営合理化，
企業努 力では吸収できないか ら 製品価格へ転化される。





う。 省資源， 消エネ ルギーのきいたるものは石油か ら
の脱却である。 政府も 「サンシャイン計画」 や 「ムー
ンライト計画」 で脱石油を目指す 技術開 発を進めてい
る。 官民総力をあげて 取組まねばな ら ぬ 問題であ り ，
新時代の要求 に 対応する知識と視野をもった創造性の
豊かな工業技術者が求め られ ている。 これか らの工学
部 卒 業 生はこれ ら の ニーズ にこたえ ていかねばな ら
ない。 それ ぞれの職場に おいて， たゆまぬ進歩を目指
す企業姿勢 について行くため最大の努 力をは ら わねば
な ら ないだろう。 80年代はよ り 厳しく個々の 技術者の
能力， 真価を問 われる だろう。 そし て個々の能力を広
〈結集した総合 力を発揮せねばな ら ない だろう。 常 に
追求心， 探求心を失 わず， 物事を分析し， 総合する能
力を養い， 充分把握し ている基礎理論を 問題の処理 に
当たっ て応用する努 力を積重ね て行く。 そし て 次第に
豊富な経験に 裏打された自己の能力を如何なる環境に
おい てもいかんなく発揮できる自信を持った 技術者 に
なっ て慾しいと思います。 しかしなが ら ， 個人の能力
には限界がある。 とく に 今日のょっな学際的 問題の解
決には， 多くの分野の多彩な能力の相乗効果， 総合 力
の発揮が絶対 に 必要で、あろっ。 80年代の幕明けにあた
り ， 若い頭脳 に 期待するところ大である。 諸君の健斗
を切 に祈 り ます。
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見るべき程の事をば見つ




ってその含意も同じである わけがあ り ませんが， なぜ
か今このことばが私の心 に 去来します。
本学 に23年 間勤務したと言いましでも， 私よ り もず
っと以前 に 着任きれた方々がなお多数本学 に 御在任で
い ら っし ゃ いますし， 私の在学した大学を含めても，
経験した大学は二つしかあ り ませんか ら ， 私に 特別 に
何があるという わけでもあ り ません。 しかも， 自身 に
納得できないことはどう にも我慢がな ら ぬという絹介
な性格のため に， 多くの方々 にどんなにか御迷惑を お
人文学部教授 手 崎 政 男
かけしたことであろっと思い， ここ に 謝意を表する ほ
かはあ り ません。 思いがけず本学 に 着任が許されまし
たが， 私の研究上の蓄えなど， 恥ずかしい ほどに貧弱
なものであ り ましたか ら ， その意味でも ひたす ら 微 力
の限 り を尽くしてきたつも り であ り ますが， 至 ら ぬ私




せんが， な お 将来を期して， 何らかの形で お報いした
いと念願いたします。
皆さま， 長い 間どうもあ り がとうございました。
人生登山 8合目あたりに辿りついて
人生とは何をなしたかと云うことよ り ， どう生きて
来たかが重要であると調 われる。 残念なが ら 今私は何
をなしたかを記すこと に よって生き 続けて来た証明を
するしかない。 昨年か ら 大正生れの教授の方々の停年
退官が始ま り ， 私も続いて愈々退官を迎えること にな
った。 よくも永 ら く生き続けてこ ら れたと云う実感の
方が強い。 大正末生れの人々は 明 治と昭和 にはさまれ，
殆んどの人々が戦争体験者であると云う特徴をもち，し
かも軍 国時代と民主 国家としての平和の時代 に 生き続
け， 誠 に j順応性の強い人々の集団 だと云 われている。
私もその集団内の一人であるが， 標題に掲げた 8 合目
あた り に辿 り ついた感じを強〈抱いている。 長寿社会
の入 口 に 立った今， 健康第一がモットーとな り ， 家族
に 迷惑をかけないよう健康を維持し， 社会のための
ボ ラン テ ィ ア活動と， 自己 に 適した仕事をもち， 楽し
みや趣味を生かし， 視野を広〈暮していきたく，思って
教育学部教授 頭 川 徹 治
いる。 きて歴史の 流れを10年毎 に区切ってその時代 に
ふさ わしい名をつけて呼 ぶことは誠 に 好都合で‘あるが，
実際 には仲々むずかしい。 それは社会変化の 中 にずれ
があ り 適合させることが至難な点があるか らである。
私は約40年 間（実際には39年 8 ヶ 月 ） 近く 富 山 大学 に
籍 を置き現在ふ り 返ってみると 大学も私個人も決して
平穏無事な経過をたどったとは思えない。 私が富 山 大
学 に抱括された前身校の高岡商 に 勤務したのが 昭和17
年であ り ， ここを出 発点として専 門学校か ら 新制富 山
大学に つながる教育・研究の第一歩 を 印した わけであ
るが， あれか ら 約40年近く実 に 月 日の経過の早いの に
驚く。 青年期か ら 現在の老年期 に 至 り 精神的 にも肉体
的 に も大きな変化をして来ている。 先ず永 ら く種々な
面で公私に わた り お世話になった先輩， 現在の大学各
部局の方々の御交誼 に 対し心か ら 厚くお礼申し上 げた
し、。
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少年 時代か ら わんぱくで， 好き なスポーツの道に と
り くみ， 青年期以後体育の道ーすじに微力 なが ら 蓋し
て 来 て ， 今尚壮年期の体 力と気力を維持し ていると自
負し維持しつづけ ていること に 感謝した＼，） 0 ほんとに
永い道程であ り 数々の想い出が走馬燈の如く去来する
が， そのうち最も鮮明 なもの に つい て記させて戴くこ
とにする。
I. 高岡高商時代
社会状勢の変化， 国の施策によ り 高商→経専→工
専と なる。 戦時下， 食糧難 時代を経 て終戦を迎える。
一億総生産 時代であ り ， 食糧難は人 聞の死活 に 直結
する。 食糧増産のため， 開懇作業が旺んであ り ， 学
徒勤労動員 による師弟共働の開懇作業， 荷役， 飛行
場整備， 軍需工場への出動， 旧 8号線の補装作業 な
ど盛 り 沢 山 な 行事万能時代 だったと云える。 また現
在の体育は体操→体錬科→体育と移 り 変わ り ， 特 に
国防力の増強のため軍事教練が強化され体操も軍事
色が濃く なった。
師弟共働の 中で体 力 づく り に 専念する
＠応召 学徒出陣の学生と共 に再度の応百。 初年兵，
補充兵教育 に ここ旧富 山第3 5連隊 （現富 大）での軍
事教科iは本土決戦と云う な げか わしい事態が到来し，
その決戦部隊の一員とし て， 富士 山ろし横浜の 山
中， 千葉 に て終戦まで軍務 に服した。 20年からの戦
後新制大学とし て 発 足の富大に 所属するまでの6 年
間程は相変わ ら ず食糧難 時代， 配給時代であ り ， そ
の中で ス ポーツ活動が旺ん に行わ れ， 高専大会 に 学
生をヲ｜卒， 特 に ス キ ーの神鍋 山での大会で ス キー部
の優秀 な成績をあ げたことが印象 に残っている。 バ
レーボ ールも仲々強かった。
II. 教育学部体育科教官とし て 着任し て
軍事教練で鍛え ら れた想いでの旧歩兵第3 5連隊焼
け跡が教育学部とな り ， ここ に前身校体育教官全員
集結， 一般教育， 体育実技と専 門体育とを兼ね て 受
けもつこと に なる。 教育学部に 所属し ての初の教官
会議は元将校集会 所であ り ， 誠 に 殺 風景だ、ったと記
憶し ている。 創設期の無からの出 発はさまざま な逆
境に おける体験を教官も， 学生も共 に味 わった。 物
資不 足で， 配給品の豚皮のス キー靴や登 山靴， 運動
靴もす ぐ破れる など， 又ヤッケも 少なく， カー キ 色
の軍隊の残品の被服や， 米軍から流 れて来た， シラ
フ， ヤッケ などはん らんし， 現代とは隔世の感が深
い。 グラ ンドや コ ートはその後五福集中の各学部が
来る毎 に変更が余儀 なくされ， 体育館も雪 中演習場
があて ら れる など体育逆境時代 だった。 約40年 間の
変化 には見るべきものがあ り ， 第l， 第 2 グラ ンド
の創設， 第l， 第 2 体育館の設置， 体育棟の建設 な
どその後 着々と充実し て行ったことは 時代の流れと
は云え誠に 目 を見はるものがある。 定員の 少ない体
育科の同窓会のメンバーも約2 50名を越えそれぞれ富
山， 石川両県で体育指導者とし て大活躍し ているこ
とは嬉しいことである。 保健体育科は身体活動により
健康 なか ら だを維持し 発展させる人 間形成の唯一の
教科である。日本の教育 には，ゆと り（自由）と健康 な
遊 び（ スポーツ）が乏しいと云わ れる。 宿題に 追いか
け ら れている。 この窮状打開は保健体育の教師 に期
待がかけ ら れている。 そのため にも大きくの びて貰
いたく想う。 更に克服スポーツの重視は， 勇気ある
教師養成の必須課 目であると同時に， こ れ に 処して
は安全を第一 に人命の尊重を考えねば なら ないとの
実感を強く抱い ている。
私はかねがね座右の銘とし て 徳川家康の「己を責
め て 人を責むる な」 を教訓とし てもっているが今後
とも末永く心 に銘じていきたいと思っ ている。 最後
に 私が併任校長として二期努めた附属養護学校の内
容充実強化が逸早く達成されると共 に 富 山 大学自体







富 山 大学創学以来 30 年あまりもお世話 に なり， い
よいよ退官と なると， やは り 感慨深いものがある。 特
にこの様 な駄文を書か なければ な ら ない破自 に 立ち到
ると， あれこれと想起することもあるが， 苦しかった
こと さえ今は懐しく なっ てしまっ ている。 こ れはいい
ことの方は忘れ ないでいるという私の得 な性分による
ものかも知れ ないが， やは り 時 聞の浄化作用と言うべ
きであろう。
だが， 今後数年は教師として過 ごすであろうことが
予測さ れる身として， 忘れることも ないであろうし，
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また忘れずに参者夫しな ければならない． 辛かったこ
とは， 時によ り 授業のや り 方 ・ 重点の置き方を変えて
みるなど， 苦心をしてみたのにその成果があがらなか









退職に 当た り ， 学園ニュー ス編集委員よ り 何か書く




の引揚 げまでであ り ます。 私はもともと満州、｜ （現中 国
東北区 ） の奉天（現渚陽 ） 生まれで生粋の大陸育ち，
30 オまでは主として戦中戦 後の混乱期を 彼の地で過ご
しました。 前半の就学期は至ってノンピリムードでし
たが， 戦争もいよいよた け な わになる頃の後半には満
鉄に入社し， 後は軍隊生活で大半を過ごしました。 初
年兵時代は， 今にして思えばくしき縁である現富 山 大
学 キ ャンパスの旧富 山35連隊に入営， 重機関銃中隊に
配属されました。 兵舎は今の人文学部長室の辺 り にな
りまし ょ うか……初めて正門（形は違うが現在地 ） を
く ぐ ったのが今から41年前の1月10日のことです。 入
営当時外地から当時の内地としては異様な恰好（背広
と短靴で来た者として異端者？扱いされ， 古兵の早 口
の富 山弁にはいささか閉 口 ， ついて行 けず情ない思い
をしました。 約 4 ヵ 月 後， 北支（現中 国 山 西 省 ） に派
遣されました。 ここでは少しばかり話せる中国語で重
宝がられ， 作戦行動では度 々 危 険を味わされたが，
また反面， 専ら中 国青年の教育に起用され， 彼らと起
居を共にしたのが今懐しく思い出されます。 除隊後は
満鉄の職場に復帰し， 間もなく終戦。 余儀なく接収さ
れた中園長春鉄路公 司に残留， 然し治安悪化によ り 妻
子を先に引揚げさせ， いつの日か日中 国交回復をと願
ったが， 当時としては到底望み薄 〈， 意を決して日本
あるし， 卒業後も研究室に立寄ってくれる学生も全学




のを味 わせてもらった り した。 本当に恵まれて過 ごせ
た歳月であった。
その上， よき教官， よき職員の方々に固まれて過 ご
して来たのであるから， 今更， 肩を張って語る必要は
ない。 た だ感謝しているばか り である。




（親爺の故郷富山 ）に引揚 げ， そこを第二の人生として
踏み出し， そして縁あって富 山薬 学専門学校（現富 山
医科薬科大学薬学部） に就職したのが昭和23年 9 月 1 1
日のことでした。 当時としては， 今日まで勤め得ると
は予想 だにしなかったのですが， 今， 31年6 ヵ 月 余 り
も勤めさせていた だき， ここに無事退職することにな
り 感 無量なるものがあ り ます。




短大， 経済学部， 薬学部， 教養部， そして最後に教育
学部と， この五福 キャンパ スでは 図書館と学生部を除







あと約30年の余生となることにな り ますが， 老夫婦食
べるに事欠かな ければ， 我々の生まれ故郷中 国への墓
参 り ， また次男のいるブラジ ルへ， そして， その他海
外に目を向 け希望を大きく余生を 有意義に過 ごしたい
と思っています。
今， 教育学部事務長を最後に大学を去るに当た り ，
や り 残した数々の問題点について， その実現を見ずに
去るのはむしろ漸塊に堪えませんが， あとに残る方々
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の英知のもとに， よりよく解決発展す・る事を信じて疑 健斗， そして， 大学がますますよき学園となりますよ
いません。 永遠に存続する富 山 大学にあって， き びし う， 心からお祈りいたします。
い内外の諸情勢下活躍を続けられる皆様の御健康と御
新 任









った思い出多い 所です。 そこで過 ごした 7年 間は幼い
子どもたちと毎日いきいきと遊びにあ けくれました。
その頃は現在のように物の豊かな時代ではありませ
んでしたが， それなりに工夫して， 子どもも教 師もま
わりの自 然にと けこみ， 素朴な活動にからだ ごと打ち
込んでいたようです。 当時のことが何かにつけて思い
出され， 今， ブー メラ ン の軌跡をたどって懐かしい古
巣へ帰ったような安心感に包まれたりします。 しかし
「旅人さん」
「 月 日は百代の過客にして往き交う人も 又旅人なり」
の知〈時の流れも， 空 間的移り行きも， たまたまここ
に居る私も自 然現象の一つに過 ぎない。 自 然の営みの
絡み合いのモードは多様であっても， 絡み合うメカニ




ました。 一夜明 けて一面の雪景色の 美しさに感動を覚
教 C:1 届
志波和手 講師（教育学部 ） 54, 11, 1. 
昭，17,3. 富 山県立女子 師範学校卒業
担当：保育内容の研究
教育学部講師
志 波 和 子









ことをできるだ け 生かして伝えたい。 またお互に求め
触 発して共に高めてい けたら， と願っています。
理学部助手 吉 田 喜 孝
えました。 又， 一歩外に出て， 今度は雪の厳しきに圧
倒されました。 特に研究能率が減速される点で圧倒さ
れました。 厳しい自 然環境は反面で豊かな恵みを与え
てくれていることが， 早や， ひと 月 過 ぎて分かりまし
た。 又これが人 間と自 然との折り合いを成り立たせて
いる理由ではないかなと感じました。 新しい土地に来







とかく小人にはありあまる時間などは無用の長物の ようである。 昨年十 月 に母校に赴任して来て， 当分は
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着任後の身辺整理などで身をもてあますことはなかっ
たが， 一ヶ 月 もするとはたと困ってしまった。 時間が
あり過 ぎるのである。 たしかに初めのうちは， 大学院













しまう。 時にはか つ ての同僚， 知人などから研究の進
展具合などを知らされると， しばらく実験室を遠ざか




い， オリジナルなアイデ ィ アを生むには， むしろこの
様な実験室を離れて過ごす時 間が必ずプラ スになるは
ずだなどと， 一人よがりのオプテ ィ ミ ストに一転する。
まるで心理学の教科書を実地で、いっているようである。
、新任の弁グ を書くつもりが，またまた雑念を呼んでし
















私の短期在外研究は昨年 9 月15日から11 月14日まで
で， 出向した国はイギリ スを主たる滞在地として， ス
イ ス（特にロザーンヌ大学 ） およ びオ ー ストリ ヤ（特
にウ ィ ーン大学 ） の三ヵ 国であった。 私が特にこれら
の国と大学を選ん だのは，周知のように，1870年代に時
を同じくして拾頭をみた近代経済学の三大学派， すな








ところで， 私は， これまで誠に非 力ではあるが， と
もかく経済成長モデルの分析（特に実物経済と貨幣経
済のモデル接合 ） に関心をもち続 けてきた関係で， 主
にこの分野での学者との コ ンタクトと学 問的情報を得
るべく努めた。
ところで， 私がお会いし， 経済学一般について 私の
成長モデル， あるいは日本経済について貴 重な御意見
や コ メントを頂いた教授方は次のような方々であった。
すな わち， イギリ スではM. ブローグ教授（ロンド
ン大）， 森嶋通夫教授（ロンドン経済大）， c. ブリ ス
教授（オックスフォード大 ）， p.オブライ エン教授（ダ
ーラム大 ）， A. ス キ ナー教授（グラ スゴ一 大 ） であり，
後の二国では A. ホーリ ィ 教授（ロザーンヌ大 ）， D. 
グランドヴ ィ レ教授（ジュネ ーブ大）， G . ウインクラ
ー教授（ウ ィ ーン大 ）， N. へンシェル教授（ウ ィ ーン
経済 大 ） といった学者方であった。 これらの教授方へ
の感謝の念はいうまでもないが， 特に在外研究の慣れ
ない一人旅て叫、身ともに極度に疲れがちな私を温かく













それ にもかかわ らず， 何れも許された時 間 ぎり ぎりま
で心よし かっ極めて熱心 に 意見を述べて下さった。
私はこのような外 国の学者方の人 間的暖かきと旺盛な
研究意欲 に 心か ら敬服した次第である。
次 に 話題が変わるが， 訪 問各 国 における物価高 （イ
自 国の企業や セールスマ ンの体質改善の必要性が主 張
されたのであった。 かくして， 私は いろいろな会合を
通して， 日本企業， 従って日本経済の生産性 向上意欲
と環境適応 力の優越性を強 〈認識すると同時 に ， 国際
市場 における日本商品のシェア拡大の主要因を更めて
ンフレ） には驚かされた。 特 にロザーンヌ市では小売 そこ に 見 い出した感さえもったのである。
店で卵一個が8 0 円もして いたし， どの 国も野菜類や魚 また， 英国では今なお 国民の 聞 に 強 い c lass con-
類の品数が著しく貧しく品質もそろって いないのに値
段 だ けは （大衆レストランの料理代も含めて） わが国
の倍近くもして いるようであった。 思う に ， これ らの
国々では高福祉・高負担な ら びに軍事費等の影響が物
価の面 に も現われて いる訳で， 一般勤労大衆の生活も
決して楽ではな いょっ に 感じ ら れた次第である。
ところで， 英 国では幸 いなこと に 学者以外の多くの
知識人 に 会 い ， かつ招待をつ ける機会 にも恵まれたが，
そこでの話題に は必ずと いってよ い ほど近年の日本製
品の優秀性と日本企業の顧客優先の姿勢が指摘され，
sciousness （階級意識） ーーすなわち， aristocrac y を
トップ に ， upper-middle , lower-middle , working , bottom 
の五階級一ーが厳存し， これがまた英 国経済・社会の
低迷や， いわゆる英 国病の主要な因子 になって いるよ
う に 感じ ら れたのであった。 更 に ， 英 国をはじめ訪れ
た国々では， 教育上の階級格差や無意識的な先進 国 意
識もあってか， ごく一部の人々を除いて日本人ほど に
は自 国や世界の経済事情 に精通してはお らず， また関
心の低 いことも 経済活動や労働の生産性を停滞させる
要因となって いるょっ に考え ら れたのである。
ノてデ、ユ一大学での研究生活を顧みて
筆者は 昭和52年10月か ら 54年8 月までのl年1 0ヶ月
余， 米 国インデ ィ ア ナチト｜パデュ一大学物理学科 に ， 文
部省在外研究員および、パ テボユ一大学客 員研究員として
滞在する機会を得た。 パデュ一大学はシカゴの南 東お
よそ 150kmのウエストラフ ァ イエット市 にある。 ウォボ
ッシュ川を挟んで 東 に 隣接するラフ ァ イエット市と両
市合わせて人 口は約10万人， そのうち35,00 0人程が学
生である。 両市はパデュ一大学を中心とした学園都市
であり， 大都市の喧騒もなく， 研究， 教育 に適した静
かな落ちつ いた街である。 広大な キ ャンパス には 120
を越えるビルデイングがあり， Eng ineering やAgri-·
c ult ure等の 1 0のSc hoo lか ら 構成されている。Sc hool は
更に いくつかの Depart mentや研究 所か ら成り， 物理学
科はSc hool of Scienc eの 1 つの Depart mentである。
半導体の研究ではパデュ一大学は MIT,Bell研究 所等
と並んでアメリカでも草分 け的存在であり， 現在も高
い研究水準を保って いる。 教授 にはいわゆる外国人が
多 い。 固体物理関係でもProf . H. Y. Fan （中 国人で
筆者の滞在した研究室， 専 門はレーザー ミクシング，
Raman散乱）, Prof. R. Bray （イスラエル人で専 門は
Brillouin散乱）, Prof. R . C ole lla （イ タ リア人で専 門は
X線回折）, Prof. A. K. Ramdas （インド人でル ミネ
工学部助教授 龍 山 智 栄
ッ センス， Raman散乱が専 門） 等各 国の人々が精 力的
に研究を進め て いる。 underg raduat e （学部）， g raduat e 
school （大学院） には中国 （台 湾）， 東南ア ジア， アフ
リカなどか ら 多数の留学生が来て いる。 アメリカ社会
の巨大な吸引 力を見る思 いであった。 色々な国の人々
が集まる割 にはアメリカ人は外 国のこと には余り関心
がない ら し い。 新聞も地方紙 だけで， それ には地域内
の出来事－はこと細か に載って いるが外 国の記事には乏
し い。 日本 につ いても何ヵ月か に l回数行載る程度で
ある。 大平首相が渡米した時も地方の新聞ではほとん
ど記事 に な ら な い。 アメリカ社会 に は極立った 国際性
と極立った孤立性が奇妙 に同居して いるよう に思われ
た。
g raduat e sc hoolのドク ター コー スの学生は（特 に実
験系では） ほとんど Professorか ら 1 ヶ月400～60 0ド
ルの salaryを得て いる。 教授， 助教授はそれ らの salary
を含めて研究費は一切自分で集め， 更 に 集めた研究費
の何割かを大学 に 収めねばな ら ず仲々厳し い。 しかし
inst rument shop, elec tronic s shop, g lass shopや draft ­
ing 等研究をサポートする体制がよく整備されている。
図書館は夜 12時頃まで開館しており， 日曜日でも午後
1 時～ 1 0時まで聞 いて いる。
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フットボールはアメリカで最も人気のあるスポーツで
ある。 9月～ 11月にかけて各地でプロの， そして大学
め試合が展開される。 大学の場合， 全米がいくつかの
ブロックに分かれている 。 例えばパデュ一大学は， イ
リノイ， オハイオ， ミシガ ン 等近隣の10大学とで構成
されるB ig Tenと呼ばれるグループの 1買で，これらの
大学問でリーグ戦が行われる。 1位あるいは 2位のチ
ームはR ose B allとかPeach B allといった B al l G ameに
紹待され， 他のグループの勝者と試合をする。 この













しているL EE D装置と同様， 材料表面の物性を研究
する目的をもって設置計画をしたものでコ10-9 から
10-11 tor r  という超高真空下で， 材料固有の清浄表面
を作製維持し， 表面での電子物性， 吸着反応， 腐蝕反
応， 原子配列， 原子組成に関する情報を得ることの出
来るものであります。 特に今回設置を見た装置は E s 
c A の他に， オージェ電子スペクトル， S IMS （二





H all of Music ( 6000人以上収容出来る大劇場）で毎週
といっていい程各種の演奏会や演劇が上演されている。



















た。 高分子材料， 触媒， 金属・合金材料， 半導体材料，






第三国教員養成 課程合宿研修 ： 「教育 実 習 セ ミ ナー 」 報告
す ぐれた教員の養成確保を目的とした教育実習 セ ミ
ナ ーも今年で三回目となりました。 今年は， 企画に入
る時期が遅くなり， 充分に話し合う機会が少なく 内 容
が 乏しくなる おそれがあるかと思いましたが， 企画担
当の先生方と努力し， 昨年を上まわる 内容が企画され
ました。 まず， V T Rを取り入れた点が， 新しい点と
して挙げ ら れます。 前回の時も案としてはあが ってい
たようですが， 実現に至 ら なかったそうで， 初め ての
試みとして 私た ち も 慎 重 に 取り組みました。 操作の
上で多 少の 問 題がありま したが， 無事撮り終えるこ
とができました。 また， 日程を 大幅に変更し， 分科
会活動に変化をもたせ， 最後の日は高 山の飛騨の 里ま
で足をの ばす企画も立てました。 分科会活動は， 時間
学生実行委員 長 浅 永 剛 司
の不足か ら 充分な話し合いができなかったようでした
が， 協 力 校の諸先生方か らの助 言を得て各人それ ぞれ
反 省材料としていたようでした。 天候の都合で24日に
変 更になりましたが， キ ャンプフ ァ イ ヤーは， 大成功
に終 わりました。 総務の委員が充分に企画を練 っ てく
れましたので， 参加者全員楽しく過 ごすことができま
した。
この教育実 習 セ ミナーも， その企画の見 直しの動き
があるそうですが， 教育実習の反省会のためにも教育
学部全体のまとまりのためにも， 永 久に存続していっ
てほしいと思います。 最後に， V T R撮影に協 力して
いた だいた教育学の技官栗 山さん， その他の方々に厚
く感謝いたします。
1 1 学部だよ り
1 封 1 月6 …日までの 5 問 問 程で志賀高
原ブナ 平ス キ ー場を 中心に実施された。
年末さ ら に年始とも全然降雪がなく実施が危 ぶまれ
く〉人文学部だ よ り く〉
．手崎政男教授の最終講義行わ れ る




教授の今までの 生き方と文学研究のかかわ り を説かれ
た。 教授の専攻は 中 世の歌論で著書に 『有心』がある0
．平田 純教授 『 ア メ リ カ 大衆芸術物語」 （ ラ ッ セ ル ・
ナ イ 著 ） を共訳 さ れ る
大衆文学 ・ 芸能 ・ マス コ ミに わたる大衆芸術の全容
を詳細なデー タ ーと博識に基づき紹介した本である。
共訳者は比較文学 コ ースの非常勤講師 亀井俊介氏。 研
究社刊。 3 冊。 1900 円 ～2400円。 平 田教授には r暴力
小説とは何か』 などの訳書がある。
・梶井 捗教授 『朝鮮語 を考え る 』 を 刊 行 さ れ る
一国の 言 語を奪うことにより民族抹殺を謀った日本
の統治政策を告発する書であ る 。 龍渓書舎干lj。 1800 円。
梶井教授には 『朝鮮語入 門 』 「現代朝鮮文学選』 などの
たが， 開催 直前に至りドカッと 降雪があり雪の心配だ
けはなく無事実施きれ， 技術の 向上と心の交 流を深め
る成果を おさめ終 了しましたことを， ここにあ ら ため
て関係各位に 感謝いたします。
．
ス キ ー 講習会 に参加 し て
教育学部二年 白 川 由 紀子
わたしは， 中学校時代にス キ ー遠 足に出かけても，
ス キ ーをはかずに， ビニ ー ル で、すべるという初心者だ
ったので， 講 習会では初 級班の1 1 班の一員でした。 清
広荘に着いた 当日は開講式と班別 ミー テ ィ ン グ。 開講
式では体育会の役員の方か ら ， 生活時 間のことや マ ナ
ーのことについて注意があ り ， 「なんて厳しいことを言わ
れるん だろう」 と， 明日か ら が ち ょ っ ぴり不安に なり
ました。 そして 2 日目にス キ ーをはいて吹雪の ゲレン
デへ… …。 まず最初に 習ったのはころ び方， そして方
向転換， ボ ー ゲン e tc … …。 わたしは 内 エッ ジを効か
すことが できなくて，「あーっ， 止ま ら ん， あーっ， あ
ーっ， 」 と， ー騒 ぎをして， 平 らな所でしか 止まるこ
とができませんでした。 キック タ ーンも， 斜面に対し
てス キ ーが直角 になっていれば， 斜面を滑ることはな著書がある。
｜ ｜ 学生部だよ り
� b と習 ー r-tt .:Z.の つ 」 川 一…て
左 足の 向きとは正反対に， そしてス キ ーは平行に並べ
ょうとするのですが， 最初の う ちは， なかなか 足があ
． ス キ ー講習会終了 が らなくて， ス キ ーとス キ ーが重なったまま後ろ 向き
学生部， 体育会主催による， 恒例のス キ ー講習会は， に滑り出してしまい， 後ろ 向きではどうしようもない
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ので， ドテ ッ と 転んで体で滑るのを 止め て ， つ いで に
転っ たまま方 向転 換をしてしま つ あ り さまでし た 。 滑
っては階段歩行をく り 返し て いるう ち に 疲 れ てしま い ，
止まっ てから後 歩きをし て 列 に つ い た り し たので， 右
足 に 左 足をそろえ て ， と いっ練習は初日 にはできませ
んでし た 。 かくし て 悲し いこ と に 初 日 に 私が得 たこ と
は， ス キーは体で止める と いうこ と と ， 方向転換は寝
ころんでし た ほうが楽 だ と いうこ と でし た 。 2 日 目 に
は， 午前 中 ， ボ ー ゲ ン での ター ン の仕方を 習 い ， 午後
からは， 七曲 り ， 西館へ 向 いまし た 。 2 日 目 に なって
もま だ私は， ボ ー ゲ ン ができ なく て ， 七曲 り では， ま
ず入 口 でころんでしま い ， みん なの好意で， 先生のす
ぐ 後 につ い て い たの に ， 2 '  3 人 と 追 い 抜かれ， そ れ
から後は， 曲 り 角 ご と に 例の体で 止める技を発揮 し ，
下 に た ど り 着 い た時 には， 一番最後でし た 。 そして ，
西館は， ア イ スパー ン と こぶばっか り で， 何故か， 急、
な傾斜ではな いの に ， 90度の壁を滑 り 降 り るようで
私はこのまま落 ち て いっ てしま つ のでは な いか と 滑る
前から 『こ わ い 』 と いう気持 ちで いっぱい て1 どう に
かし てのがれるこ と ができ な いかしら と 泣き た い思 い
でし た 。 滑る前からこう考え て いるのではうまく滑れ
る わ けがあ り ません 。 結果は惨め なもの で， わ たしは
11班の落 ちこぼれだ と 痛切し， 講習を受けるのを止め
ょうか， など と 馬鹿なこ と を考え てしま いまし た 。 け
れどこの 夜 の 松 明 滑 降の 火の描く美しさ に ， うまく滑
れるよう に な れ たら， と 思 い ， コ ン パで 中 級班や上級
班の方 だ ち に ， 「 こ ろ ぶ人 ほど， う まく なる と いうから
頑張 り なさ い。」 と は げまさ れ， 練習 3 日 目 には， ころ
ぶこ と に 抵抗も な く な り まし た 。 する と 不思議なもの
でボー ゲ ン もかろうじて出来るように な り ， ス キ ーを
するこ と が楽しく て楽しく て ， 4 日 目 には， 2 日 目 に
あん な にこ わかっ た 函館を ち ゃ ん と 滑 り 降 り るこ と が
できまし た 。 こん な 6 日間があっ と いう聞 にす ぎ て ，
楽しく な っ た 頃 には， もう最終日 に なって いまし た 。
技術はまだ な い け れど， ス キーの楽しさ を 知 り ， こ れ
からも ス キ ーを続け た い と 思えるよう に なっ た だ けで
も講習会 に 参加し た か いがあっ た と 思っ て います。
・学生証の査証につ いて
1 '  2 '  3 年次生は， 各学部， 教養部の学務係 （教
養部 に お い ては学生係 ） てコ 昭和55年度の査証を行 な
いますの で必ず受け て 下さ い 。
なお， 査証を受け な い学生証は無効 と な り ます0
．．学園 ニ ュ ー ス編集委員．．
学生部長 教 授 岩淵富 治
人文学部 教 授 山 口 博
教育学部 II 大塚恵一
経済学部 助教授 坂 口 正志
理 学 部 教 授 堀 令 司
工 学 部 II 市村昭二
教 養 部 II 奥 貫 晴 弘
昭和55年度 富 山 大学入学志願者数調
学 音E 学 和十 課 程 昭和55年度 昭和54年度 傍若 考
募 集 人 員 志願者数 f音 率 募集 人 員 志願者数 f音 率
人 文
学
手斗 8 0  3 1 6  3. 9 5 8 0  3 1 9  3. 9 9 
人文学部 語 学 文
学
手斗 8 0  2 1 9  2. 7 4 8 0  2 9 3  3. 6 6 
言十 1 6 0  5 3 5  3. 3 4 1 6 0  6 1 2  3. 8 3 
小 学 校 教 員 養 成 課 程
1 4 0  3 0 2  2. 1 6  1 4 0  2 9 1  2. 0 8  
中 学 校 教 員 養 成 課 程
5 0  1 4 6  2. 9 2 5 0  1 8 0 3. 6 0  
教育学部
養議学校 教 員 養 成 謀程
2 0  1 1 5  5. 7 5 2 0  8 2  4. 1 0  
幼 稚 園 教 員 養 成 課 程
3 0  1 1 0  3. 6 7 3 0  1 2 9 4. 3 0  
言十 2 4 0  6 7 3  2. 8 0  2 4 0  6 8 2  2. 8 4  





干斗 1 2 0  4 8 0  4. 0 0  1 2 0 2 8 1  2. 3 4 
経 営 法
学
手斗 6 0  1 3 0 2. 1 7 6 0  1 3 5  2. 2 5 
言十 3 0 0  9 0 5  3. 0 2 3 0 0  6 5 6  2. 1 9  
数
学
手斗 4 0  1 0 4 2. 6 0 4 0  1 6 5  4.  1 3  




手斗 4 0  7 0  1.  7 5 4 0  1 2 8 3. 2 0 
生 物 学 手斗 3 0  5 6  1. 8 7 3 0  1 1 5  3. 8 3  
地 球 科
学
和十 3 o  5 7  1.  9 0 3 0  1 2 0 4. 0 0 
計 1 8 0  3 6 2  2. 0 1  1 8 0 6 3 6  3. 5 3 
電 気 工 学
手斗 5 0  1 3 3 2. 6 6 5 0  8 9  1 .  7 8 
工 業 化 学
干斗 4 5  2 3 8  5. 2 9 4 5  7 4  1 .  6 4  
金 属 エ 学 干斗 4 0  2 1 3  5. 3 3 4 0  7 1  1 .  7 8 
工 学 部
機 械 工 学
手斗 5 0  1 4 5  2. 9 0  5 0  8 9  1.  7 8 
生 産 機 械 工 学 科
4 0  1 3 4 3. 3 5 4 0  6 5  1 .  6 4  
化 学 工 学
手斗 4 0  1 2 7  3. 1 8  4 0  6 3  1.  5 8 
電 子 工 学
手斗 4 0  1 5 5  3. 8 8  4 0  5 8  1.  4 5 
言十 3 0 5  1, 1 4  5 3. 7 5 3 0. 5 5 0 9  1 .  6 7 
メa- 言十 1, 1 8  5 3, 6 2 0 3. 0 5 1, 1 8  5 3, 0 9  5 2. 6 1  
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